
主な花材 ガーベラ （和歌山県産）

ユーパトリューム（チョコラータ） （奈良県産）

カーネーション （コロンビア産）

パニカム （兵庫県産）

ルテウス （長野県産）

名前の由来は、発見者であるドイツ人の医師で植物学者でもあったゲルバー（Traugott Gerber）
に敬意を表して命名されたといわれています。本来は真っ赤な色の花が基本でしたが、品種改良さ
れてピンク、黄色、オレンジなどいろいろな明るい花色や、八重咲き、スパイダー咲きなどの花形
の品種があります。

花言葉：希望、常に前進

名前の由来は、古代小アジアのユーパトール王がフジバカマの仲間を薬用植物として好んで用いた
ことに因みます。別名、西洋フジバカマともいい、フジバカマの仲間です。

花言葉：ためらい

花名の由来は、神の冠に用いたことや、花の形が冠に似ていることなど諸説ありますが、冠
（coronation）にちなむという説が有力です。

花言葉：無垢で深い愛、愛情

名前の由来は、イネ科キビ属の植物で、ラテン語の「panus（キビの穂）」からパニカムとよばれ
るようになりました。

花言葉：率直

耐寒性に優れ、育てやすい植物です。葉が美しく、若葉のうちは黄色、後にライムグリーンに変わ
ります。

花言葉：努力、無垢、欲望

テーマ 深み


